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要 旨   

本学人間科学部新入生の心珊学知識が被らの志向学問分野と関係しているかどうかを検討する  

ため、他大学法学部・繹済学部新入生の心珊学クイズの結果と比較した。その結果、人間科学部  

新入生の心理学知識は、法・梓済学部新入生のそれよりはやや正確ではあったが、それでも誤っ  

た心珊学的信念を多く抱いていること、両者の心群学知識悶に若干の違いはあったものの、一世間  

の誤った心群学知識の影響を共に強く受けていることが示された。こうした傾向は、前報（丹治・  

山下・木島・飯滞，2005）で報告した他大学理工学部新入生との比較でみられた傾向とほぼ同様  

であった。  

Ⅰ．緒 言   

前報（丹治・山下・木鳥・飯滞，2005）でも  

述べたように、著者らは、幾つかの大学、短  

期人苧の様々な学部新入年を対象とする入門  

的な「心理√7＝」関連の講義（例えば、心理学  

概論、心押！一声（教養科口）、心理学の基礎、教  

育心理学、行動科学、行動科学基礎論など）  

を押当してきた。こうした講義では、初めて  

学問としての「心理学」に触れる受講生が圧  

倒的多数を占める。著者らは、担当する幾つ  

かの入門的な「心理学」の講義で、大学入学  

直後の受講生たちに「心即学」の講義に対す  

る興味関心を抱いてもらい、授業参加の動機  

づけを㍍めることを第一の11的として、1阿  

口の講義口頭など講義の初期段隅で、口常一  

般的な知識とは異なる心即学的内不を述べた  

】）木酢I〔の作成にあたり20（捕牛皮文数大学人閏科学帯共同研究㌍の接助を受けた  

2）文教大学人間科学部  

3）文教大学人甘神学部兼任講師  

1）香城欠十失l上期人苧保育学刑  

5）東京家政学院大学家政学許・文教人学教在学郡兼任講師  
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1．自由研究  

40の短文が正しいか（○）誤っているか（×）  

を問うクイズを実施している。このクイズは  

40問すべてが誤り（×）になるように構成さ  

れており、我々はこのクイズを「「常識』心和  

学クイズ」と呼称している。クイズ実施の主  

目的は前述の通りであるが、クイズの結果は、  

大雑把ではあっても、大学、短期大学で正規  

の心坪学教育を受ける前の大学生たちが現代  

心即学に関する知識をどの程度正しく有して  

いるのかを推測する資料にすることもできる  

（丹治・木島・山‾F・飯滞，2003；丹治他，  

2005；木島・丹治・山下，2005）。   

著者らは、これまでに、本学人間科学部人  

間科学科新入生の持つ心坪学知識を概観する  

ことを主軸に据えて、学照や年齢の高い社会  

人中心の通信制A大学数発学部学生との比較  

（丹治他，2003）や、また、彼らの心理学知  

識が志向学問分野の影幣を受けているかどう  

かを検討するための第1段階として、他大学  

坪工学部新入生との比較（丹治他，2005）な  

どを行ってきた。その結果、人間科学部人間  

科学科新入生たちは、学照や年齢の高い社会  

人中心の通信制A大学教養学部学生にくらべ  

ると、彼らの心押学知識は多くの誤った心群  

学的な信念を含んでいること、また、同年代  

の他大学理工学部新入生にくらべると、やや  

正確な知識ではあったものの、両者とも同じ  

ような多くの誤った心押学的な信念を抱いて  

おり、界なる学l汀】の志向性の違いよりは、仲  

間の誤った心理学知識の影響を共に強く受け  

ていることなどが示唆される結果が得られた。   

今回は、2005年度、2006年度の4月に本学  

入関科学郡新人死に対して行われた「F常識』  

心耶学クイズ」の結果について、同時期に実  

施した他大学法学部、梓済学部人生の結果と  

比較し報てl〔する。本ギ：人一閃科学部は人文科学  

系の学部であり、今卜■けと校の対象とした法ギ：  

部、辟折半部は社会科学系の学部である。人  

文科学志向の人草新人性と、法学や粁済学な  

どの社会科学志向の大学新人生とのIFりに、心  

理学にl・対する知識に違いが見られるのかどう  

か、そうした比較検討を通じて、人間科学部  

新入生の持つ心群学知識の特徴をさらに探っ  

てみることとした。  

Ⅱ．方 法  

1．「常識」心理学クイズの構成   

使用した質問票は、前々報（丹治他，2003）、  

前報（丹治他，2005）と同株である。前報  

（丹治他，2005）での記述を以下に再掲載す  

る。   

この「常識」心理学クイズは、心坪学に関  

連する40の短文から構成されており、それら  

の行文の正誤を○×で問う形式になっている  

（正解はすべて×）。各短文の作成経過につい  

ては前々報（丹治他，2003）に記した。この  

クイズ実施の主目的は、締言でも述べたよう  

に、新入生たちにこれから始まる「心理学」  

の講先に興味関心を抱いてもらい、これらの  

講義への参加の動機づけを帯めるところにあ  

る。そのため、ここで使用している40の短文  

の中には、その表現に厳密さを欠くものも含  

まれており、論争中のテーマも含まれている。  

また、40の短文はすべての心理学領域をカバー  

しておらず、短文の数は各領域で必ずしも同  

数ではなく、数に偏りがあること等は前々報  

（丹治他，2003）、前報（丹治他，2005）でも報  

てl＿㌻した。使用している短文40問全文は本論文  

小の結果の表2に示した。  

2．対象者及び実施時期  

（1）文教大学人間科学部新入生   

文教大学人閃科学部新入生（以下「人間科  

学部新入生」と略記）は、2005年度春草弼半  

期の共通教養科口「心和学（丹治押当）」及  

び2006年度の同期同科口の1阿［l講義にH席  

した受講隼674名（2005年度334名、2006年皮  

340ケ■）のうち、人間科学部新人性337今′■（2005  

年度194今′－、2006年度143名）である。什別内  

訳はリユイ・学性102才1、女十学fl二235名であり、  

平均年齢は18．29歳（標準偏差＝0．60）であっ  
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大学新入生の持つ心理学知識Ⅲ  

た。彼らの所属学科内訳人数は、人間科学科  

216名、臨床心理学科121名である。また、本  

クイズは、2005年皮は2005年4月16日に、2006  

年度は2006年4月15日の1同日講義時冒頭に実  

施された。  

（2）K大学法学部・経済学部新入生   

K大学法学部及び経済学部新入生（以下  

「法・経済学部新入生」と略記）は、筆者の  

1人である木島がK大学で抑当している2005  

年度及び2006年度の「心理学I」の受講生で  

ある。今回は、2005年度及び2006年度の同科  

目の2同日講義に出席した受講生1290名（2005  

年皮718名、2006年皮572名）のうち、法学部、  

経折学部の新入生457名（2005年皮272名、  

2006年度185名）を分析の対象とした。性別  

内訳は男子学生313名、女子学生144名であり、  

平均年齢は18．34歳（標準偏差＝0，74）である。  

彼らの学部内訳は、法学部163名、経済学部  

294名であった。今回対象にした法学部新入  

生の所属学科は、法律学科、日治行政学科の  

2学科であり、また、粋済学部新入生の所属  

学科は経済学科、貿易学科（2006年度新入生  

から現代ビジネス学科と改称）の2学科であ  

る。本講義は、異なる受講生を対象に週2日  

間試されている。そのため、本クイズの実施  

Hは、2005年度は2005年4月20日と21日、2006  

年度は2006年4月26日と27日であった。いず  

れも2回Rの講義である。  

3．手続き  

（1）人間科学部新入生   

人間科学部新入壁に対する手続きは、基本  

的には前報（丹治他，2005）と同様である。  

前報の記述を以下に再掲載する。   

入関科学部新入丑の場合は、1阿l1の講義  

を始める前に短文の印刷された用紙を受講牡  

仝刃に配布し、その後、丹治が1項目ずつ読  

み上げ、・斤に受講性が○か×で解芥するス  

タイルをとった。全州問解芥終了後、その場  

で受講／巨たちにjl二解を㍗げ、40閃の墳‖のう  

ち作意の巾J項Ilかについての解説を行った。  

それが終わると、解答済みテストを1＝川又し、  

その後佃別に点数をつけて数週間彼の授業時  

に全員の集計結果とともに各受講生に返却し  

た。  

（2）法・経済学部新入生   

法・解消学部新入生に対する手続きは、以  

下のとおりである。木島が担当するK大学の  

「心理学I」は履修希望者が多いため、拙選  

科目となっておi）、拍選による履修者が決定  

されるのは1回目授業後になる。そこで1回目  

の授業では本研究のクイズ内容に触れぬよう  

にして、ガイダンス的内容にとどめた。その  

上で2回目授業の胃豆酎二間題・解芥用紙を配  

布して、木島が1項目ずつ読み上げ、－・芹に  

受講生が解答するスタイルをとった。全員が  

解答を終了したところで正解を発表し、自分  

で採点することを求めた。これは、受講前の  

自分の心理学知識がどの程度不正確であった  

かを白光してもらうためである。次にクイズ  

の各項目について解説したプリントを配布し、  

自分が間違えた項目を解説プリントにメモし  

てもらった。その後、問題・解芥用紙を回収  

した。全員の集計結果はプリントにして後日  

配布した。  

4．結果処理法   

結果処理法も、基本的には前報（丹治他，  

2005）と同様である。  

（1）まず、2005年度と2006年庶人間科学部  

新入生に、現代心科学に関する正しい知識が  

どの杵度浸透しているかを概観するため、各  

個人の正不敬を求め、受講生全体の得点分布  

および平均得点（100点滴点換算）を求めた。  

また、比較のために法・経済学部新入生の場  

合も同様の処理を行った。  

（2）次に、両所人生たちのl汀＝こ正しく（或  

いは誤って）浸透している心坪学知識はどの  

ようなl～容なのかを検討するために、知文1  

項11ずつの全休誤芥宰を求めた。両新人ノ＝Ⅲ  

で比較を行い、また、誤答率の手■万力、った耳＝  

の内容について検討等を行った。   
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Ⅲ．l‘l山研究  

（3）両所人生の正答傾向・誤答傾向の異同  

を検討するために、岡新入生の各項目の誤答  

平をもとにSpearmanの順位相関係数を升出  

した。  

（4）伺新入生問で、心押学研域の遠いによっ  

て心理学知識に違いがみられるかどうかを検  

討するために、12の心坪学領域別に両新入生  

の平均誤答数を求め比較した。  

Ⅲ．結 果  

1．人間科学部新入生と法・経済学部新入生   

の平均得点比較結果   

表1に、人間科学部新入生と法・経済学部  

新入生の得点の基礎統計罷を示した。短文は  

40項目であったが、表1では100点滴点換算  

で示した。   

表1．人間科学部新入生と法・経済学部新入   

生の得点分布及び基礎統計量  

の得点であった。両群の平均得点問でt検定  

を行ってみたところ、有意な得点差が確認で  

きた（t＝5．839，dr＝792，p〈0．01）。  

2．人間科学部新入生と法・経済学部新入生   

の項目別誤答率結果   

表2に、人間科学部新入生の誤答率（誤茶  

人数）を誤答率の高かった短文順に示した。  

また、同じ短文に対する法・経済学部新入生  

の誤答率（誤答人数）を並列で示した。表中  

短文末の い‡】は、短文内容が含まれる心群  

学領域を示している。表中の実線は、人間科  

学部新入生の誤芥率の高かった上位10項目及  

び誤芥率の低かった下位10項目の境界を示す。  

（1）人間科学部新入生と法・経済学部新入   

生の40項目解答傾向の異同   

表2に示す人間科学部新入生と法・経済学  

部新入生の、短文40項目それぞれに対する正  

答傾向・誤答傾向の異同を、SpearmanのJqR  

位相関係数を用いて検討した。その結果、両群  

の誤答率の順位閃には、rl＝0．9535（pく0．01）と  

いう高い相関が認められた。人間科学部新入  

生と法・経済学部新入生の問に浸透している  

心坪苧知識は、それぞれの学部新入生閃で著  

しい相違があるわけではなく、ほぼ同じよう  

な項口でほほ同じような正答傾向・誤答傾向  

にあることが確認できた。  

（2）人間科学部新入生と法・経済学部新入   

生の40項目別誤答率の比手交   

次に、名和文に対する両群の誤答率の違い  

を検討するために、両群の誤答準問でズ2検  

定を行った。各項目誤答率間のズ2怖および  

有意件を表2の右側2列に示した。   

40項目申21好＝1で両群の誤答率に有意井、  

あるいは有意差傾向が認められた。また、そ  

れら21耳＝11い19頂‖（90．5％）では入関科サ  

部新入′l三のノブが法・緯済学部新入生よりも低  

い誤答率をホしていた。  

（3）人間科学部新入生と法・経済学部新入   

生の領域別平均誤答数の比較   

表3に、心理√iご‥各領域別項「1粁の両学部の   

得点範聞  入閃科学部  法∵群済学部  
（337字■）  （457名）  

（100点滴封 比率（英人数） 比率（実人数）  

0－9  0．0％（0名） 0．0％（0名）  

10－19  0．0（0）  

20－29  0．0（0）  

30－39  1．8（6）  

40－49  11．9（40）  

50－59  34．1（115）  

60－69  30．9（104）  

70－79  14．2（48）  

80－89  5．9（20）  

90－99  1．2（4）  

100  0．0（0）  

0．0（0）  

0．2（1）  

4．2（19）  

22．8（104）  

41．1（188）  

21．7（99）  

6．8（31）  

2．2（10）  

0．9（4）  

0．2（1）  

平均点  52．7．ピ、く  

標準偏差  11．3点  

最高得点  88点  

最低牲・∴（  25点  

48．1点  

10．7点  

100点  

15点  

平均jl二芥敬  21．11きり  19．2閃   

人肌科学部新入生の結果をみると、40口†Jの  

設l‖＝二村してほぼ叩数を越える設問に正芥を  

ホすにとどまり、平均得ぶは1001■、く満点撒竹  

で52．7点であった。この得一－1（は、法・紆酢’7：  

部新人件のヤ均得一－ご壬の48．1一・ユに比べややil一石め  
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大学新入生の持つ心坪学府闇沌  

表2．人間科学部新入生と法・経済学部新入生の各短文に対する誤答率（誤答人数）の比較  

那番号  質  問  短  文  人間科学部（337名）法磯済学部（457名）ズ2併有責任  

（33）子供は大人よりずっと容易に暗記すること  

ができる。  【記憶】  

（27）人が夜8時間眠ったとすると、その時閉の  

2／3ほどは夢を見ているが、朝日覚めると  

同時に一部の内容を残してそのほとんどを  

忘れてしまう。  【生群心坪】  

（06）l二lの見えない人は、日のみえる人とは異なっ  

た鋭敏な触感党を持っている。  
【感覚・知覚】  

（37）肺眠は入関の生存に必要不可欠のものであ  

I）、一口20分程度の睡眠で何カ月も生活す  

ることは不可能である。   【生理心群】  

（13）天才と狂気は耗一束である。  

【件栴・知能】  

（12）記憶は脳内の貯蔵辟になぞらえられる。我々  

は資料をその中に弄え、そして必要な時に  

そこから引き出すことができる。場合によっ  

てはその「全席jから何かが紛失することが  

あり、それが忘却である。  【記憶】  

（31）臨床心理学者として開業するためには、日  

本では厚生労働省の実施する同家試験に合  

格しなければならない。   【臨床心坪】  

（25）催眠下では、それまで決してできなかった  

ような力技（ちからわざ）を行うことがで  

きる。  【臨床心理】  

（39）子供の知能指数と学業成笛とはほとんど相  

関しない。  【性格・知稚】  

（26）訓練された柄神科医や心坪学者は、正常な  

人1悶が精神病者を装っても数F－1の面接を行  

えばそれを怖．削二見破ってしまう。  

【臨床心理】  

90．5％（305字．）88．2％（403字．）1．357 ns  

90．2％（304名）86．9％（397名）2．089 ns  

86．9％（293名）84．9％（388名）0．663 ns  

82．5％（278名）74．4％（340名）7．36611  

77．4％（261名）7臥6％（359名）0．139 ns  

74．8％（252名）77．0％（352名）0．538 ns  

74．8％（252名）76．1％（348名）0，198 ns  

72．1％（243名）60．6％（277名）11．339 暮1  

70．9％（239名）63．7％（291名）4．586 ns  

70．3％（237名）73．3％（335名）0．854 ns  

（04）赤ん坊にとって幸福なことに、人間の女件  

は元来強い相性本能を持っている。  

【発達心珊】  

（23）単純でつまらないアルバイトをした後、高  

いバイト料を貰った人のほうが、安いバイ  

ト料を■貰った人よりもその作業を㍍く評価  

する。  【社会心理】  

（24）椚神科【笑は椰神分析を用いる医師として規  

定されている。  【臨床心即】  

69．4％（234幸一）77．0％（352名）5．776l  

66．5％（224名）64．3％（294名）0．390 ns  

61．1％（206才一）71．1％（325名）8．736 事l  

（40）幻党や夢、あるいは病的な状態にある場合  

をのぞいて、正常な心群状態下では物理的  

にイ√／l三しないものは限には見えない。  

【感党・卸先】 60．8％（205名）58．0％（265名）0．650 ns  
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［．白山研究  

項目番号  啓  開  短  文  人間科学部（霊7名）法・経済学部（457名）が仲有意性  

（21）罪もない人にF450Vの電気ショック（100  

Vで人が死ぬことがある）を送れ』という  

命令には、多くのひとは従わないであろう。  

【社会心理】  
（03）トL、の研究』という言葉は、心現学を定義し  

た最も良い短い定義である。  

【心理学全般】  

（30）教師の珪徒に対する期待と、その生徒の学  

力とは無関係である。  【教育心秤】  

（15）より強く動機づけられるほど、複雑な閉篭  

を巧みに解決できるだろう。【動機づけ】  

（34）個人である決定を下すよりは、基団で討議  

して決定を下すほうが、過激な結論になり  

にくい。  【社会心群】  

（11）入関の大脳の記憶情報の貯蔵昂は、約五千  

万項目程度と言われている。   【記憶】  

（01）生坪学者は肉体を研究する。心群学者は心  

を研究する。  【心理学全般】  

（10）心理学とは、フロイトの創始した精神分析  

学とほぼ同じものである。【心理学全般】  

（35）最近の睡眠科学の進歩は目覚ましく、陣眠  

中に測定される脳波や他の生理反応を分析  

することによって、夢の内界のかなりの部  

分がわかるようになってきている。  

【生珊心珊】  

（20）何か助けが必要なとき、周閃に一人しか他  

人がいない場合よりも、沢Ll」の他人がいた  

ほうが授助される可能性は高くなる。  

【社会心坪】  

（05）多分、人間の闘争本能が戦争の根本的な原  

閃なのであろう。  【社会心珊】  

（07）入関の視知覚機能は、光学機械などとは比  

べようもなく糀緻であることが実験的に明  

らかにされており、可視範開であれば梅め  

て正確に外界をとらえることができる。  

【感光・知覚】  

（38）人の大脳は右脳と左脳に分かれてある程度  

の機僅分利をしているが、片方の脳だけ起  

きていて、もう片方の脳は眠ってしまうな  

どということはあり得ない。【牲理心理】  

（02トL、理学は－－・つに体系化された科学である。  

【心理学全般】  

（16）］（TL液刑（A・B・AB・0）と件格のl削二  

はある椎の関連があり、このことは心理学  

的に実証されたとi「ってよい。  

【性格・知能】  

60．2％（203名）84．2％（385名）58．1871l  

54．3％（183名）58．4％（267名）1．392 ns  

54．3％（183名）61．5％（281名）4．123I  

51．6％（174名）64．1％（293名）12．475 ＊I  

49．0％（165名）51．0％（233名）0．318 ns   

42．4％（143名）49．7％（227名）4，0841   

40．1％（135名）57．3％（262名）23．1431I   

39．8％（134名）51．0％（233字■）9．8271I  

39．2％（132字－）45．1％（206名）2．769 ＋  

38．3％（124名）49．0％（224名）9．0551‡   

33．5％（113章一）38．1％（174名）1．735 ns  

32．9％（111名）41．6％（190名）6．148 事  

32．6％（110才一）35，9％（164名）0．904 ns  

32．3％（109名）38．5％（176名）3．207 ＋  

31．2％（105名）47．5％（217名）21．446‡I   
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大学新入／トの持つ心理学知識Ⅲ  

項目番号  質  問  短  文  人間科学部（337名）路程清学部（457名）方2併有悪性  

（28）念動（サイコキネーシス）や未来予知に関  

してはまだ不明の部分があるが、テレパシー  

に関しては程度の苑はあれ、人間に牛物学  

的に備わっている能力であり、訓練次第で  

その能力を伸ばすことができることが科学  

的に明らかにされている。   【超心群】 30．9％（104名）34．8％（159名）1．354 ns  

（18）平均的な赤ん坊に適切な訓練を行えば、普  

通より2か月はやく歩けるようになる。  

【発達心理】  

（29）睡眠中に生じるr金縛り現象jは、心押学で  

は超常現象のひとつとして研究されている。  

【超心群】  

（09）子供に何かを学ばせる場合、できた時に報  

貯Hを与えることと、できなかった時に罰を   

・与・えることは、子供の学習に同じくらいの  

効果がある。  【学習心理】  

（36）上下が逆さに見えるメガネを長期間かけ続  

けても、我々が知覚する外界は逆転したま  

まであるが、日常行動は逆転メガネをかけ  

る前とほぼ同じ程度にスムースになる。  

【感覚・知覚】  

（22）我々はある事柄に対してまず「恵見j を持  

ち、次に「態度jを形成し、それに従って  

r行動jするのが普通であり、その逆は通常  

あり得ない。  【社会心理】  

（19）統合失調症（糀神分裂病）とは性格の分裂  

した人のことをいう。  【臨床心群】  

（08）現実の場而ではなく、テレビなどで凶暴な  

シーンを見るだけでは、子供に余り悪い影  

響を与えない。  【学習心珊】  

（17）子供は善悪の感党を持って生まれてくる。  

【発達心押】  

（32）心理学を学ぶと他人の心が容易に分かるよ  

うになる。  【心理学全般】  

（14）知能検査は人間の知能を正確にはかること  

ができる。  【性格・知能】  

29．1％（98名）40．7％（186名）11．400Il  

26．7％（90字■）38．7％（177名）12．5661l  

26．1％（88名）41．8％（191名）20，9281l  

24．6％（83名） 21．7％（99名）0．966 ns  

22．0％（74名） 20．4％（93名）0．302 ns   

19．0％（64名）31．1％（142名）14．7351l  

12．8％（43名）11．4％（52名）0．351ns   

12．8％（43名）11．2％（51宰■）0．476 ns  

4．5％（15名）10．9％（50字－）10．8691＊   

3．9％（13名） 7．0％（32名）3．588 ＋  

＊‡pく0．01，Ip〈0．05，＋pく0．1；df＝1  

見られなかったが、9領域で有モ差が認めら  

れた。右■票差が認められた9領域では、いず  

れも法一群清学部新人丑の方が平均誤芥数が  

多かった。   

平均誤答数（標準偏差）およびt検定の結果  

を示した。   

心理学12領域のうち、3領域ではそれぞれ  

の学部新人！l珊ーの平均誤芥故にイJ■意な速いは  
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Ⅲ．自由研究  

表3．心理学各領域項目群の人間科学部新入   

生と法・経済学部新入生の平均誤答数（標   

準偏差）及びt検定結果  

度、また2004年度受講生の40耳柑それぞれに  

対する誤答率をmいてSpearmanの順位相関  

係数を求めたところ、いずれの場合も高い相  

関が認められた（本結果と2003年度結果：  

r，＝0．9633，P〈0．01；本結果と2004年度結果：  

r．＝0．9793．p〈0．01）。これらのことは、新入生  

の誤った心理学知識の傾向は、この4年間の  

人間科学部新入生閃で特に大きな相違があっ  

た訳ではなく、ほぼ同じような項目、同じよ  

うな心理学領域で同じような誤答傾向（正答  

傾向）を示していたと言えよう。また、40項  

目中で回答者の50％以上の学生が誤答を示し  

ていたのは、2003年度では17項目、2004年度  

では18項目あり、今回の報告ではそのような  

項目は18項円みられた。こうした傾向はこの  

4年間でほぼ同様の傾向であった。とりわけ  

誤答率の㍍かった項目群は、今回の場合もこ  

れまでの報告と同様に「科学的ではない通俗  

的な表現で記述された短文であり、また、内  

容的にも分かりやすく世間受けのする誤った  

心坪学の信念を導きやすい短文群」と言って  

よいであろう。  

2．人間科学部新入生と法・経済学部新入生   

との比較：前朝他大学理工学部新入生の結   

果比較も併せて   

次に、人間科学部新入生と今回比較の対象  

とした他大学法・経済学部新入生との異同に  

ついてみてみたい。平均得点でみると、人文  

科学志向の入関科学部新入生のプチが、社会科  

学志向の法・群済学部新入生よりも布告に訂石  

い平均得点を示していた。また、40項［I毎の  

誤答率を比重交すると、40項目中21項目で両新  

入生閃に有意な差、あるいは有意差傾向がみ  

られ、その21項目のうち19項目は人間科学部  

新人真のガが低い誤答率を示していた。さら  

に心理ギ：12領域別の平均誤答数の比率交でも、  

有意差が認められた9領域全ての節域で人IⅢ  

科学部新人牡のノノが低いヤ均誤答数を示して  

いた。人l肛杵学・邦は、心理ギ：を含む人文科学  

系の学部であり、法・種苗学部は、社会科学   

（337名） （457圭一）  

L、珊学領域 平均誤答数平均誤答数  

（項トl数）（標準偏差）（標準偏差）  t偶 有責性  

心理学全般  

（5項lI）  

感党・知覚  

（1項tl）  

生理心理  

（′1項「＝   

記 憶  
（3項11）  

学習心理  
（2項目）  

動碑づけ  
（l項目）  

性格・知能  
（4項口）  

発達心理  

（3項目）  

臨床心理  
（5項目）  

社会心理  
（6項目）  

教育心理  
（l項目）   

超心理  
（2項「1）  

1．71（1．17）2．16（1．11）   

2．05（0．89）2．06（0．88）   

2．45（0．84）2．42（0．93）   

2．08（0．75）2．15（0．76）   

0．39（0．55）0．53（0．58）   

0．52（0．50）0．64（0．48）   

1．83（0．82）1．97（0．80）   

1．11（0．78）1．29（0．76）   

2．97（1．13）3．12（1．11）   

2．69（1．28）3．07（1．21）   

0．54（0．50）0．61（0．49）   

0．58（0．66）0．72（0．71）  

5．563 ＊＊   

0．123 ns   

O．361（a）ns   

l．265 ns   

3．518 ＊■   

3．556 ＊＊   

2．302 ＊   

3．198 ＊＊   

1．857 ＊   

4．217 ＊＊   

2．033 ＊   

3．228 ＊＊   

llpく0．01．Ipく0．05；dr＝792：（a）wddl法による（df：76］）  

Ⅳ．論 議  

1．2005・2000年度人間科学部新入生の心理学   

知識：2003年度及び2004年度結果との比較   

2005・2006庶人閃科学部新入生の平均得点  

は100点滴一・買換節で52．7点であり、今回の場  

合も必ずしも言石い得点とは言えず、これまで  

と同様に現代心耶学について誤った知識や信  

念を持つ新入生が多いことが伺えた。今回の  

新入生の平均得点は、前々報（2003年皮）の  

52．7点とは、まったく同じ平均得点であった。  

また、前報（2004年度）の50．4一項二くらべや  

や高い平均子乱・．‡であったが、その苑は顕著な  

ものではなかった。さらに、本鞘㍍の誤芥牢上  

位10万言口の「いで、2003年皮の誤答率上位10項  

1111り二共通して含まれていた耳川は9項目あ  

り、また、200∠埼三度でも誤答＊の㍍かった10  

項Il小に共通して含まれていた＃＝lは8項目  

みられた。 そこで、本鞘てlテの受講持と2003咋  
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大学新入ごI三の持つ心珊学甘闇Ⅷ  

系の学部である。他の安岡も考えられうると  

しても、大学新入生たちの志向する学l甘軌域  

の違いが、こうした得点差、誤芥数差に貫之響  

を及ぼしていた可能件は十分考えられる。こ  

うしたことは、前報（丹治他，2005）で報告  

した自然科学・工学志向の理工学部新入生と  

の比較に見られた傾向とほぼ同じようなもの  

であった。ただ、この場合も、前報（丹治他，  

2005）でも述べたように、大学新入生の持っ  

心群学知識は、彼らが志向する学問領域によっ  

てある程度の影響は受けるものの、人文科学  

領域志向の人間科学部新入生であっても、多  

くの誤った心理学的な信念を抱いていること、  

また、彼らの心理学知識は、自然科学・工学  

志向の理工学部新入生や、社会科学志向の法・  

経済学部新入生のそれよりもやや正確ではあっ  

たが、新入生の学部間の違いを強調するより  

はむしろ、同世代である彼らの持つ心理学教  

育を受ける前の知識は、学問領域の志向性の  

違いを越えて、世間一般に浸透している誤っ  

た心珊苧知識の影幣を共に強く受けていると  

考えた方が妥当であるように思われた。  

3．今後に向けて   

これまでの報告では、学歴、年齢の高い社  

会人lトL、の通信制大学学生や、また、幾つか  

の大学の異なる学部新入生との比較を通じて、  

本学人間科学部新入生の持つ心理学知識の特  

徴について述べてきた。現在、筆者らは本報  

告と同様の方法を用いて、各々が関係する大  

学、短期大学で、新入牛の心三叩学知識につい  

てのデータを継続的に収集している。学部と  

しては、これまでの報告で扱った人間科学部、  

教養ギニ邦、叩工学部、法学部、経済学部以外  

にも、教育ギニ部、文学部、コニ学部、外国語学  

部、人文学部、文刑学部、家政学部、人l和文  

化学部、通ぃ教育部、保育学科（短期大学）  

などの新人隼たちの心即ざ、芦知言削二関するデー  

タを薪精しつつある。また、2006年度からは、  

彼らの持つ心理学知識の「確信度」指標を追  

加してデータ収架を行っている。今後、こう  

したデータの分析を通じて、彼らはなぜ多く  

の誤った心即学知識や信念を抱くようになっ  

たのか、また、彼らの持つ誤った心邦字的信  

念は、どの程度砕倍度の強い信念になってい  

るのか、さらに、そうした誤った心群学知識  

や信念の修正のためには、大学新入生たちに  

対してどのような心理学教育を行うのが適切  

なのかを検討できればと考えている。これま  

での一一連の報告が、大学新入生に対する入門  

的な「心理学」の講義構築の手助けになるこ  

とを期待したい。  

Ⅴ．文 献  

1）木島恒一・丹治哲雄・山下雅子（2005）．   

「心理学」履修前における大学生の心群  

学知識 日本心理学会第69同大会発表論   

文集，1270．（Kijima，T．，Tajimi，T．，  

＆Yamashita，M．）  

2）丹治哲雄・木島・匝一・山下雅子・飯澤未  

来（2003）．大学新入生の持つ心理学知  

識Ⅰ二人間科学部人間科学科新入生の場  

合 教育研究所紀要（文教大学数背研究   

所），12，85－92．（Tajimi，T．，Kijima，T．，  

Yamashita，M．，＆Iizawa，M．（2003）．  

Misconceptions about modern  

psychology among first－year  

universlty Studentsin hurnan SCience  

I．βuJJe日月 Of血st正ute of   

EducatわnaJ月ese8rCム（βuJ止yo  

U扇versitγJれStitute ofE血catJonaJ  

月ese8rC吊，12，85－92．  

3）丹治哲灘・l11下雅子・木島恒一・飯滞未  

来（2005）．大学新入生の持つ心印字知  

識Ⅲ：人間科学部人間科学科新人牛と即  

工学部新人丑との比較 教育研究所紀要   

（文教大学教育研究所），14，95－103．   

（Tajimi，T．，Yamashita，M．，Kijima，   

T．，＆Iizawa，M．（2005）．Misconceptions   

about modern psychology among   

first－year universlty Studentsin   

－109一  



［．「川l研究  

human scienceⅢ：A comparison  

between the faculty of human  

science and that of science and  

technology．Bul］etin ofInstItute of  

EducatJonaJ月e5earCム（月unよyo  

UれiversJtJ′血st正ute ofEducatfonaJ  

月ese8rCい，14，95－103．  

ー110－   


